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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局のための方法であって、
　ＰＤＳＣＨ（物理下りリンク共有チャネル）のための時間領域リソース割り当てテーブ
ルでＵＥ（ユーザ機器）を設定することと、
　前記ＵＥに、ＰＤＳＣＨの開始シンボルと対応するＤＣＩ（下りリンク制御情報）の間
の第３の持続時間が、第１の持続時間より短くないことを通知する、前記第１の持続時間
の指示を送信することであって、前記ＰＤＳＣＨのための前記時間領域リソース割り当て
テーブル内の少なくとも１つのエントリは、第２の持続時間に関連付けられ、前記第１の
持続時間は前記第２の持続時間よりも長い、送信することと、
　前記少なくとも１つのエントリに関連付けられた前記第２の持続時間が前記第１の持続
時間よりも短いため、前記少なくとも１つのエントリで前記ＵＥをスケジュールすること
を禁止することと、を含む方法。
【請求項２】
　前記ＵＥから前記第１の持続時間の所望値を受信することをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記指示は、ＤＣＩ（下りリンク制御情報）によって示される前記時間領域リソース割
り当ての最も早い開始シンボルを前記ＵＥに通知する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがＤＣＩ（下りリンク制御情報）の受信またはＤＣＩ
復号を完了するのに必要な時間に従って決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがその受信帯域幅を調整するのに必要な時間に従って
決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがＰＤＳＣＨの受信のための準備が整うのに必要な時
間に従って決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがＰＤＳＣＨ受信を準備するのに必要な時間に従って
決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の持続時間は、帯域幅部分に対するものである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ＵＥ（ユーザ機器）のための方法であって、
　ＰＤＳＣＨ（物理下りリンク共有チャネル）のための時間領域リソース割り当てテーブ
ルの設定を受信することと、
　ＰＤＳＣＨの開始シンボルと対応するＤＣＩ（下りリンク制御情報）の間の第３の持続
時間が、第１の持続時間より短くないことを通知する、前記第１の持続時間の指示を受信
することであって、前記時間領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエント
リが第２の持続時間に関連付けられ、前記第１の持続時間は前記第２の持続時間よりも長
い、受信することと、を含み、
　前記指示は、ＤＣＩ（下りリンク制御情報）によって示される時間領域リソース割り当
ての最も早い開始シンボルを当該ＵＥに通知することであって、前記最も早い開始シンボ
ルと前記対応するＤＣＩの間の持続時間が前記第１の持続時間よりも短くなく、前記ＵＥ
は、前記最も早い開始シンボルより前のＰＤＳＣＨを受信またはバッファせず、前記少な
くとも１つのエントリは、前記最も早い開始シンボルより前のＰＤＳＣＨ開始を割り当て
る、決定することと、を含む方法。
【請求項１０】
　前記第１の持続時間の所望値を基地局に報告することをさらに含む、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記第１の持続時間が前記第３の持続時間よりも短いかどうかに基づいて、潜在的なＰ
ＤＳＣＨを受信するか、あるいはバッファするかを決定することをさらに含む、請求項９
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがＤＣＩ受信またはＤＣＩ復号を完了するのに必要な
時間に従って決定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがＰＤＳＣＨ受信を準備するのに必要な時間に従って
決定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の持続時間は、前記ＵＥがその受信帯域幅を調整するのに必要な時間に従って
決定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の持続時間は、帯域幅部分に対するものである、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＵＥは、前記第３の持続時間よりも前記第１の持続時間が短い場合、潜在的なＰＤ
ＳＣＨを受信する、あるいはバッファする、請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
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　前記ＵＥは、前記第３の持続時間よりも前記第１の持続時間が短くない場合、潜在的な
ＰＤＳＣＨを受信しない、あるいはバッファしない、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　ＰＤＳＣＨ送信の開始シンボルと対応するＤＣＩ（下りリンク制御情報）の間の第３の
持続時間は、前記第１の持続時間より短くない、請求項９に記載の方法。
【請求項１９】
　前記基地局は、前記時間領域リソース割り当ての制限を有効または無効にする信号を前
記ＵＥに送信し、前記基地局は、前記制限が無効とされる場合に、前記少なくとも１つの
エントリで前記ＵＥをスケジュールする、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記信号は、ＲＲＣ（無線リソース制御）信号である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記時間領域リソース割り当ての制限は、ＰＤＳＣＨの受信でのＵＥ電力を節約する、
請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記指示は、電力節約のためのものである、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＵＥは、前記時間領域リソース割り当ての制限を有効または無効にする信号を基地
局から受信し、前記ＵＥは、前記制限が無効とされる場合に、前記少なくとも１つのエン
トリでのスケジュールを受信する、請求項９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記信号は、（無線リソース制御）信号である、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記時間領域リソース割り当ての制限は、ＰＤＳＣＨの受信でのＵＥ電力を節約する、
請求項９に記載の方法。
【請求項２６】
　前記指示は、電力節約のためのものである、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１８年７月２７日に出願された米国仮特許出願第６２／７１１，２８１号
の利益を主張するものであり、そのすべての開示は全体として参照により本明細書に援用
される。
【０００２】
　この開示は、概して、無線通信ネットワークに関連し、より詳細には、無線通信システ
ムにおけるＰＤＳＣＨ受信時の電力節約方法のための方法および装置に関する。
に関連する。
【背景技術】
【０００３】
　移動体通信デバイスとの大量データの通信に対する要求が急速に高まる中、従来の移動
体音声通信ネットワークは、インターネットプロトコル（ＩＰ）データパケットをやり取
りするネットワークへと発展している。そのようなＩＰデータパケット通信は、移動体通
信デバイスのユーザに、ボイスオーバＩＰ、マルチメディア、マルチキャスト、およびオ
ンデマンド通信サービスを提供可能である。
【０００４】
　例示的なネットワーク構造は、発展型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ
－ＵＴＲＡＮ）である。Ｅ－ＵＴＲＡＮシステムは、上記のボイスオーバＩＰおよびマル
チメディアサービスを実現するために、高いデータスループットを提供可能である。現在
、次世代（例えば、５Ｇ）の新しい無線技術が３ＧＰＰ標準化機構によって論じられてい
る。このため、現行の３ＧＰＰ標準内容に対する変更が現在提出され、３ＧＰＰ標準の発
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展および確定に向けて検討されている。
【発明の概要】
【０００５】
　方法および装置は、ユーザ機器（ＵＥ）の観点から開示される。一実施形態では、本方
法は、ＵＥが、ＰＤＳＣＨ（物理下りリンク共有チャネル：Physical　Downlink　Shared
　Channel）のための時間領域リソース割り当てテーブルの設定を受信することを含む。
本方法はまた、ＵＥが、帯域幅部分のための第１の持続時間の指示を受信することを含み
、時間領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、第２の持続時間
に関連付けられ、第１の持続時間は、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】例示的な一実施形態による無線通信システムの図を示す。
【図２】例示的な一実施形態による送信機システム（アクセスネットワークとしても知ら
れている）および受信機システム（ユーザ機器またはＵＥとしても知られている）のブロ
ック図である。
【図３】例示的な一実施形態による通信デバイスの機能ブロック図である。
【図４】例示的な一実施形態による図３のプログラムコードの機能ブロック図である。
【図５】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１－１の複製
である。
【図６】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１－２の複製
である。
【図７】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－１の
複製である。
【図８】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－２の
複製である。
【図９】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－３の
複製である。
【図１０】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－４
の複製である。
【図１１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－５
の複製である。
【図１２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．２．１－１
の複製である。
【図１３】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．３－１の複製である
。
【図１４】３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．３－２の複製である
。
【図１５】例示的な一実施形態による図である。
【図１６】例示的な一実施形態による図である。
【図１７】例示的な一実施形態によるフローチャートである。
【図１８】例示的な一実施形態によるフローチャートである。
【図１９】例示的な一実施形態によるフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下に説明する例示的な無線通信システムおよびデバイスは、無線通信システムを採用
し、ブロードキャストサービスをサポートする。無線通信システムは、音声、データ等の
様々なタイプの通信を提供するように広く展開されている。これらのシステムは、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（ロングタームエボリューション）無線アクセス、３ＧＰ
Ｐ　ＬＴＥ－Ａ若しくはＬＴＥ－アドバンスト（ロングタームエボリューションアドバン



(5) JP 6913129 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

スト）、３ＧＰＰ２　ＵＭＢ（Ultra　Mobile　Broadband：超モバイル広帯域）、ＷｉＭ
ａｘ、３ＧＰＰ　ＮＲ（New　Radio）またはその他何らかの変調技術に基づいてよい。
【０００８】
　特に、以下に説明する例示的な無線通信システムおよびデバイスは、本明細書において
３ＧＰＰと呼ばれる「第３世代パートナーシッププロジェクト」という名称のコンソーシ
アムにより提示される標準などの１つ以上の標準をサポートするように設計されてよく、
その標準は、TS　38.214　V15.2.0,　“Physical　layer　procedures　for　data”;　T
S　38.212　V15.2.0　(2018-6),　“　Multiplexing　and　channel　coding”;　TS　38
.211　V15.2.0,　“Physical　channels　and　modulation”;　TS　38.321　V15.2.0,　
“Medium　Access　Control　(MAC)　protocol　specification”;　TS　38.213　V15.2.
0,　“Physical　layer　procedures　for　control”;　およびR1-1710838,　“Cross-S
lot　Scheduling　for　UE　Power　Saving”,　MediaTek　Incを含む。上記に挙げた標
準および文書は、全体として参照により本明細書に明示的に援用される。
【０００９】
　図１は、本発明の一実施形態に係る多重アクセス無線通信システムを示している。アク
セスネットワーク１００（ＡＮ）は、複数のアンテナグループを含み、あるグループは１
０４および１０６、別のグループは１０８および１１０、また別のグループは１１２およ
び１１４を含む。図１においては、各アンテナグループに対して、アンテナが２つしか示
されていないが、より多くのあるいはより少ないアンテナが各アンテナグループに利用さ
れてよい。アクセス端末１１６（ＡＴ）は、アンテナ１１２および１１４と通信しており
、アンテナ１１２および１１４は、順方向リンク１２０を介して情報をアクセス端末１１
６に送信すると共に、逆方向リンク１１８を介して情報をアクセス端末１１６から受信し
ている。アクセス端末（ＡＴ）１２２は、アンテナ１０６および１０８と通信しており、
アンテナ１０６および１０８は、順方向リンク１２６を介して情報をアクセス端末（ＡＴ
）１２２に送信すると共に、逆方向リンク１２４を介して情報をアクセス端末（ＡＴ）１
２２から受信している。ＦＤＤシステムにおいては、通信リンク１１８、１２０、１２４
、および１２６は通信に異なる周波数を使用してよい。例えば、順方向リンク１２０では
、逆方向リンク１１８によって使用される周波数とは異なる周波数を使用してよい。
【００１０】
　アンテナの各グループおよび／またはアンテナが通信するように設計されたエリアは、
アクセスネットワークのセクターと称することが多い。本実施形態において、アンテナグ
ループはそれぞれ、アクセスネットワーク１００によってカバーされるエリアのセクター
において、アクセス端末と通信するように設計されている。
【００１１】
　順方向リンク１２０および１２６を介した通信において、アクセスネットワーク１００
の送信アンテナは、異なるアクセス端末１１６および１２２に対する順方向リンクの信号
対雑音比を改善するために、ビームフォーミングを利用してよい。また、カバレッジにラ
ンダムに分散したアクセス端末への送信にビームフォーミングを使用するアクセスネット
ワークは、１つのアンテナからすべてのそのアクセス端末に送信を行うアクセスネットワ
ークよりも、隣接セルのアクセス端末への干渉が少ない。
【００１２】
　アクセスネットワーク（ＡＮ）は、端末と通信するのに使用される固定局または基地局
でよく、アクセスポイント、ノードＢ、基地局、拡張型基地局、進化型ノードＢ（ｅＮＢ
）、またはその他何らかの専門用語で呼ばれることもある。アクセス端末（ＡＴ）は、ユ
ーザ機器（ＵＥ）、無線通信デバイス、端末、アクセス端末、またはその他何らかの専門
用語で呼ばれることもある。
【００１３】
　図２は、ＭＩＭＯシステム２００における送信機システム２１０（アクセスネットワー
クとしても知られている）および受信機システム２５０（アクセス端末（ＡＴ）またはユ
ーザ機器（ＵＥ）としても知られている）の実施形態の簡易ブロック図である。送信機シ
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ステム２１０では、多くのデータストリームのトラフィックデータがデータ源２１２から
送信（ＴＸ）データプロセッサ２１４に提供される。
【００１４】
　一実施形態において、各データストリームは、それぞれの送信アンテナを介して送信さ
れる。ＴＸデータプロセッサ２１４は、データストリームに対して選択された特定の符号
化方式に基づいて、各データストリームについてのトラフィックデータをフォーマット、
符号化、およびインターリーブして、符号化データを提供する。
【００１５】
　各データストリームについての符号化データを、ＯＦＤＭ技術を使用してパイロットデ
ータと多重化してよい。パイロットデータは、代表的には、既知の様態で処理される既知
のデータパターンであり、受信機システムでチャネル応答を推定するのに使用されてよい
。そして、各データストリームについての多重化パイロットおよび符号化データは、デー
タストリームに対して選択された特定の変調方式（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、Ｍ－Ｐ
ＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調（すなわち、シンボルマッピング）されて、変
調シンボルを提供する。各データストリームについてのデータレート、符号化、および変
調は、プロセッサ２３０により実行される命令によって決定されてよい。
【００１６】
　そして、すべてのデータストリームについての変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッ
サ２２０に与えられ、これが（例えば、ＯＦＤＭの場合に）変調シンボルをさらに処理し
てよい。そして、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、ＮＴ個の変調シンボルストリーム
をＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）２２２ａ～２２２ｔに提供する。特定の実施形態において
、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は、ビームフォーミング加重をデータストリームのシ
ンボルおよびシンボルが送信されているアンテナに適用する。
【００１７】
　各送信機２２２は、各シンボルストリームを受信および処理して１つ以上のアナログ信
号を提供し、さらに、アナログ信号を調節（例えば、増幅、フィルタリング、およびアッ
プコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に適した変調信号を提供する。そし
て、送信機２２２ａ～２２２ｔからのＮＴ個の変調信号がそれぞれ、ＮＴ個のアンテナ２
２４ａ～２２４ｔから送信される。
【００１８】
　受信機システム２５０においては、送信された変調信号はＮＲ個のアンテナ２５２ａ～
２５２ｒによって受信され、各アンテナ２５２からの受信信号は、各受信機（ＲＣＶＲ）
２５４ａ～２５４ｒに提供される。各受信機２５４は、それぞれの受信信号を調節（例え
ば、フィルタリング、増幅、およびダウンコンバート）して、調節された信号をディジタ
ル化してサンプルを与え、さらに、これらのサンプルを処理して対応する「受信」シンボ
ルストリームを提供する。
【００１９】
　そして、ＲＸデータプロセッサ２６０は、特定の受信機処理技術に基づいて、ＮＲ個の
受信機２５４からのＮＲ個の受信シンボルストリームを受信および処理して、ＮＴ個の「
検出」シンボルストリームを提供する。そして、ＲＸデータプロセッサ２６０は、各検出
シンボルストリームを復調、デインターリーブ、および復号して、データストリームにつ
いてのトラフィックデータを復元する。ＲＸデータプロセッサ２６０による処理は、送信
機システム２１０でのＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０およびＴＸデータプロセッサ２１
４により実行される処理と相補的である。
【００２０】
　プロセッサ２７０は、どのプリコーディングマトリクス（後述）使用するかを定期的に
決定する。プロセッサ２７０は、マトリクス指標部およびランク値部を含む逆方向リンク
メッセージを構築する。
【００２１】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
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様々なタイプの情報を含んでよい。そして、逆方向リンクメッセージは、データ源２３６
からの多くのデータストリームについてのトラフィックデータも受信するＴＸデータプロ
セッサ２３８により処理され、変調器２８０により変調され、送信機２５４ａ～２５４ｒ
により調節され、送信機システム２１０に送り戻される。
【００２２】
　送信機システム２１０では、受信機システム２５０からの変調信号がアンテナ２２４に
より受信され、受信機２２２により調節され、復調器２４０により復調され、ＲＸデータ
プロセッサ２４２により処理されて、受信機システム２５０により送信された逆方向リン
クメッセージを抽出する。そして、プロセッサ２３０は、ビームフォーミング加重を決定
するのにどのプリコーディングマトリクスを使用するかを決定し、そして、抽出されたメ
ッセージを処理する。
【００２３】
　図３を参照すると、この図は、本発明の一実施形態による通信デバイスの代替的な簡易
機能ブロック図を示している。図３に示されるように、無線通信システムにおける通信デ
バイスは、図１のＵＥ（若しくはＡＴ）１１６および１２２または図１の基地局（若しく
はＡＮ）１００を実現するのに利用可能であり、無線通信システムは、好ましくはＮＲシ
ステムである。通信デバイスは、入力デバイス３０２、出力デバイス３０４、制御回路３
０６、中央演算処理装置（ＣＰＵ）３０８、メモリ３１０、プログラムコード３１２、お
よびトランシーバ３１４を含んでよい。制御回路３０６は、ＣＰＵ３０８を介してメモリ
３１０内のプログラムコード３１２を実行することにより、通信デバイスの動作を制御す
る。通信デバイス３００は、キーボード、キーパッド等の入力デバイス３０２を介してユ
ーザにより入力された信号を受信することができ、モニタ、スピーカ等の出力デバイス３
０４を介して画像および音声を出力することができる。トランシーバ３１４は、無線信号
を受信および送信するのに使用され、受信信号を制御回路３０６に伝達すると共に、制御
回路３０６により生成された信号を無線で出力する。無線通信システムにおける通信デバ
イス３００は、図１のＡＮ１００を実現するのにも利用可能である。
【００２４】
　図４は、本発明の一実施形態による図３に示すプログラムコード３１２の簡易ブロック
図である。本実施形態において、プログラムコード３１２は、アプリケーションレイヤ４
００、レイヤ３部４０２、およびレイヤ２部４０４を含み、レイヤ１部４０６に結合され
ている。レイヤ３部４０２は一般的に、無線リソース制御を実行する。レイヤ２部４０４
は一般的に、リンク制御を実行する。レイヤ１部４０６は一般的に、物理的接続を実行す
る。
【００２５】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４は、ＰＤＳＣＨに関連したいくつかの説明を以下のよう
に提供している：
　［外１］
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 [“Valid　S　and　L　combinations”と題する、３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１
５．２．０の表５．１．２．１－１は、図５として複製される。]
　［外２］

 [“Applied　redundancy　version　when　aggregationFactorDL　>　1”と題する、３
ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１－２は、図６として複
製される。]
　［外３］
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 [“Applicable　PDSCH　time　domain　resource　allocation”と題する、３ＧＰＰ　
ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－１は、図７として複製さ
れる。]
[“Default　PDSCH　time　domain　resource　allocation　A　for　normal　CP”と題
する、３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－２は、
図８として複製される。]
[“Default　PDSCH　time　domain　resource　allocation　A　for　extended　CP”と
題する、３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－３は
、図９として複製される。]
[“Default　PDSCH　time　domain　resource　allocation　B”と題する、３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－４は、図１０として複製さ
れる。]
[“Default　PDSCH　time　domain　resource　allocation　C”と題する、３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．１．２．１．１－５は、図１１として複製さ
れる。]
　［外４］



(12) JP 6913129 B2 2021.8.4

10

20

30

40
 [“Nominal　RBG　size　P”と題する、３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．
０の表５．１．２．２．１－１は、図１２として複製される。]
　［外５］
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20 [“PDSCH　processing　time　for　PDSCH　processing　capability　1”と題する、３
ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．３－１は、図１３として複製され
る。]
［“PDSCH　processing　time　for　PDSCH　processing　capability　2”と題する、３
ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１４　Ｖ１５．２．０の表５．３－２は、図１４として複製され
る。]
【００２６】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１２は、ＰＤＳＣＨに関連したいくつかの説明を以下のよう
に提供している：
　［外６］
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【００２７】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．３２１は、ＤＬＳＣＨ（下りリンク共有チャネル：Downlink　
Shared　Channel）およびＢＷＰ（帯域幅部分：Bandwidth　Part）に関連した以下の説明
を提供している：
　［外７］
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　３ＧＰＰ　ＴＳ　３８．２１３は、ＰＤＣＣＨ（物理下りリンク制御チャネル：Physic
al　Downlink　Control　Channel）およびＢＷＰ（帯域幅部分：Bandwidth　Part）に関
連した以下の説明を提供している：
　［外８］
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【００２９】
　Ｒ１－１７１０８３８は、クロススロットスケジューリングのメカニズムに関連した以
下の説明を提供している：
　［外９］
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【００３０】
　５Ｇ／ＮＲでは、スロット内またはスロットにまたがるＰＤＣＣＨの監視機会は、背景
技術において述べたようにフレキシブルに設定され得る。ＰＤＳＣＨの時間領域リソース
は、ＰＤＣＣＨで搬送されるその関連するＤＣＩ（下りリンク制御情報）の時間領域リソ
ース割り当てフィールドに従って割り当てられ得る。時間領域リソース割り当てフィール
ドの各状態または値（例えば、“０００１”）は、スロットオフセット、開始シンボル、
割り当て長さにマッピングされ得る。いったんＰＤＳＣＨをスケジューリングし、時間領
域リソース割り当てフィールドにおいて値を示すＰＤＣＣＨをＵＥが受信したら、ＵＥは
、その値にマッピングされたスロットオフセット、開始シンボル、割り当て長さに従って
、どのスロットおよびどのシンボルでＰＤＳＣＨを受信するかを決定することができる。
【００３１】
　例えば、ＵＥは、スロットの先頭（beginning）、例えば、スロットの最初の１～３シ
ンボルでＰＤＣＣＨを監視することができる。ＰＤＣＣＨでのＤＣＩの時間領域リソース
割り当てフィールドが、ＰＤＳＣＨがスロットの先頭（例えば、スロットの最初の４つの
シンボルのいずれか）から割り当てられることを示すことができる場合、ＵＥは、それが
ＰＤＣＣＨでの対応するＤＣＩの受信および復号を完了する前に、潜在的なＰＤＳＣＨの
ためにＤＬシンボルを受信またはバッファしなければならないことがある。潜在的なＰＤ
ＳＣＨの最も早い割り当てられたシンボルが、ＰＤＣＣＨの監視機会内の最後のシンボル
の後ろにある場合であっても、ＵＥがＤＣＩの復号を完了するのにはその間の間隙が不十
分である限りは、ＵＥは、潜在的なＰＤＳＣＨのためにＤＬシンボルを受信またはバッフ
ァしなければならないことがあることに留意されたい。この構造を達成するため、ＵＥは
、最初のＤＬ（もしくはフレキシブルシンボル）から、あるいはＰＤＳＣＨに割り当てら
れ得る最も早いシンボルから、完全にアクティブなＢＷＰの信号を捕捉しなければならな
い。なぜなら、最も大きい帯域幅が割り当てられ得ると仮定されるべきであるように、い
ずれにしてもＤＣＩが復号される前に周波数領域リソース割り当てをＵＥは知ることがで
きないためである。ＤＣＩの受信および復号を完了した後、ＵＥはこのスロットにおいて
任意のＰＤＳＣＨが受信されるものであるかどうかを知る。このスロットにおいてＰＤＳ
ＣＨが送信されない場合、ＵＥはＤＬデータの受信を停止することができる。
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【００３２】
　電力消費の観点から、ＵＥは、スロット内の最初のあるいは最も早いＤＬまたはフレキ
シブルシンボルから、ＵＥがこのスロット内で送信されるＤＣＩの検出および復号を完了
するまで、ＰＤＳＣＨの受信を可能とするのに本当に必要とされる電力よりも多くの電力
を消費する。ＵＥが時間領域で対応するＤＣＩの復号を完了する前に、ＰＤＳＣＨが割り
当てられないことがＵＥに保証される場合、ＵＥは、ＰＤＳＣＨの受信についての電力を
節約することができる。例えば、ＵＥが、ＤＣＩの復号を完了する前に、潜在的なＰＤＳ
ＣＨを受信する必要がない場合、ＵＥは、アクティブな帯域幅部分よりも（かなり）小さ
い帯域幅部分、例えば、ＵＥが監視したＣＯＲＥＳＥＴの帯域幅部分に類似するか、ある
いはそれと同じ帯域幅部分において、ＰＤＣＣＨ監視中にＤＬ信号を受信することができ
る。
【００３３】
　一般的な概念の１つは、ＵＥが（特定の）シンボルよりも早い最初のシンボルを有する
ＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを受信するかどうかを、ｇＮＢがＵＥに知らせることができると
いうことである。その（特定の）シンボルは、ＵＥがＤＣＩの受信および／または復号を
完了するのに必要な時間に従って決定され得る。その（特定の）シンボルは、ＵＥがＰＤ
ＳＣＨの受信を準備する、あるいはそのための準備が整うのに必要な時間に従って決定さ
れ得る。例えば、ＵＥは、ＵＥが監視するＣＯＲＥＳＥＴのより小さい帯域幅から、アク
ティブな帯域幅部分のより大きな帯域幅へ、その受信帯域幅を調整する必要があることが
ある。その特定のシンボルは、ＵＥがＤＣＩの受信および／または復号を完了するシンボ
ルである、かつ／あるいはＵＥがＰＤＳＣＨの受信のための準備が整うシンボルとするこ
とができる。
【００３４】
　ｇＮＢはどのシンボルがその（特定の）シンボルであるかをＵＥに通知する。ｇＮＢお
よびＵＥはどのシンボルが最初のシンボルであるかを取り決める。ＵＥのために設定され
たＰＤＳＣＨのためのいくつかの時間領域リソース割り当ては、その（特定の）シンボル
よりも早い最初または開始シンボルを伴う。ＵＥは、その情報が適用可能な場合、その（
特定の）シンボルよりも早い最初または開始シンボルで時間領域リソース割り当てを示す
ＤＣＩを受信することは期待されない。ｇＮＢは、ＵＥへのＰＤＳＣＨを示すＤＣＩのリ
ソース割り当てを知っている。ｇＮＢが、ＵＥのＤＣＩを検出および復号する能力を知っ
ている場合、ｇＮＢはＵＥがＤＣＩの復号を完了する時間を推定し、対応するＤＣＩによ
って示されるＰＤＳＣＨの割り当てを見つけることができる。
【００３５】
　持続時間Ｔ１（time　duration）が、ＵＥがＤＣＩを受信してからＤＣＩの復号を完了
し、ＤＣＩによって示されるＰＤＳＣＨ割り当てを知るまでとすると、ＰＤＳＣＨの開始
シンボルとＵＥが対応するＤＣＩを受信するシンボルの間の時間継続がＴ１より短くない
ことをＵＥが知っている場合、ＵＥがＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを検出し、復号する前に、
ＵＥは潜在的なＰＤＳＣＨを受信することができない。例えば、ＵＥがＰＤＳＣＨを示す
ＤＣＩを検出し、復号する前に、ＵＥはアクティブ帯域幅部分の帯域幅を受信する必要は
ない。ＵＥは、ＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを検出し、復号する前に、アクティブ帯域幅部分
の帯域幅よりも小さい（特定の）帯域幅を受信する。（特定の）帯域幅は、ＵＥが監視す
るＣＯＲＳＥＴの帯域幅である。ＵＥは、ＤＣＩによって示されるＰＤＳＣＨの最初のシ
ンボルの前に、アクティブ帯域幅部分の帯域幅を受信する必要はない。ＵＥは、ＤＣＩに
よって示されるＰＤＳＣＨの最初のシンボルの前に、アクティブ帯域幅部分の帯域幅より
も小さい（特定の）帯域幅を受信する。（特定の）帯域幅は、ＵＥが監視するＣＯＲＳＥ
Ｔの帯域幅である。
【００３６】
　ＵＥが（特定の）シンボルより早い最初のシンボルを有するＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを
受信するかどうかについての情報は、すべてのスロットに適用可能である。ＵＥが（特定
の）シンボルより早い最初のシンボルを有するＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを受信するかどう
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かについての情報は、スロットｎに適用可能である。スロットｎは、ＵＥがＤＣＩを受信
しなかった別のスロット、例えば、ＵＥがＤＣＩを受信しなかったスロットｎ－１の次の
スロットである。スロットｎは、ＵＥがＤＣＩを受信しなかった複数のスロット、例えば
、ＵＥがＤＣＩを受信しなかったスロットｎ－ｘ～ｎ－１の後のスロットである。スロッ
トｎは、オンデュレーション（on　duration）の最初のスロットである。ＵＥは、ＵＥが
対応するＤＣＩの復号を完了する前に、ＰＤＳＣＨの受信について電力を節約することが
できる。
【００３７】
　一実施形態では、ｇＮＢは、この方法を有効／無効にするための信号をＵＥに送信する
。この信号は、ＰＤＳＣＨの開始シンボルが、ＵＥが時間領域で対応するＤＣＩの復号を
完了するよりも早いかどうかを通知することができる。この信号は、以前のＰＤＳＣＨで
言及されてよい。
【００３８】
　一実施形態では、その信号がこの方法を無効にする値に設定されることをＵＥが検出す
る場合、ＵＥは、ＤＣＩによって示される次のＰＤＳＣＨの最初のシンボルと対応するＤ
ＣＩの間の持続時間がＴ１より短い可能性があることを知ることができる。代替的には、
その信号がこの方法の有効にする値に設定されることをＵＥが検出する場合、ＵＥは、Ｄ
ＣＩによって示される次のＰＤＳＣＨの最初のシンボルと対応するＤＣＩの間の持続時間
がＴ１より短くないことを知ることができる。
【００３９】
　一実施形態では、その信号がＰＤＳＣＨを示す１つのＤＣＩに添付されない場合、ＵＥ
は、無効信号が受信されたと仮定することができる。代替的には、その信号がＰＤＳＣＨ
を示す１つのＤＣＩに添付されない場合、ＵＥは、有効信号が受信されたと仮定すること
ができる。
【００４０】
　一実施形態では、前のＰＤＳＣＨが受信されない場合、ｇＮＢは、ＰＤＳＣＨの最初の
シンボルと対応するＤＣＩの間の持続時間がＴ１より短くなるようなＰＤＳＣＨを割り当
てることが許可されない。その信号は、次のＰＤＳＣＨ送信のみを指示してよい。その信
号はまた、その後の多数のＰＤＳＣＨ送信を指示してよい。追加的に、その信号は、１つ
または複数のその後のスロットにおけるＰＤＳＣＨ送信を指示してよい。さらに、この信
号は、ＵＥが別の有効または無効信号を検出するまで、すべてのＰＤＳＣＨ送信を指示し
てよい。
【００４１】
　ＵＥが、ＰＤＳＣＨ送信の開始シンボルと対応するＤＣＩの間の持続時間の割り当てが
Ｔ１より短くない設定で設定され、かつ、時間領域関係を満足しない、ＰＤＳＣＨを示す
ＤＣＩを受信する場合、ＵＥはＰＤＳＣＨを受信しなくてもよく、対応するＨＡＲＱにお
いて、ＮＡＣＫを送信してよい。
【００４２】
　図１５は、ＵＥが電力を節約するのを助けるために、この信号が時間領域でどのように
作用するかの例を示す。次のＰＤＳＣＨ送信の最初のシンボルが時間領域関係に従うかど
うかを表すために、信号がＰＤＳＣＨに添付される。図１５において、ＵＥは最初のＰＤ
ＳＣＨにおいて有効の値を有する信号を検出し、ＵＥは、ＵＥが対応するＤＣＩを受信し
てからＴ１後に次のＰＤＳＣＨを受信されるものであることを知る。次いで、ｇＮＢは次
のスロットにおいてＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを送信する。ＰＤＳＣＨとＰＤＳＣＨを示す
ＤＣＩは時間領域関係に従うため、ＵＥがこのＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを検出した後、ｇ
ＮＢはＴ１で次のＰＤＳＣＨを割り当てる。ＵＥは、最初のＰＤＳＣＨの終わりから、Ｐ
ＤＳＣＨを示すＤＣＩの復号をＵＥが完了するまで、ＰＤＳＣＨを受信しない。ＵＥは、
これらの２つのＰＤＳＣＨの間で、潜在的なＰＤＳＣＨを受信することについての電力を
節約することができる。２番目のＰＤＳＣＨには、無効の値に設定された信号が添付され
ている。これは、次のＰＤＳＣＨ割り当てがＴ１の時間領域関係に従わなくてもよいこと
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を意味する。従って、ＵＥは、次のスロットの最初のＤＬまたはフレキシブルシンボルか
らＰＤＳＣＨを受信しなければならない。
【００４３】
　一実施形態では、ＳＰＳ　ＰＤＳＣＨ送信が設定される場合、ｇＮＢは、ＳＰＳ　ＰＤ
ＳＣＨにおいてこの信号を示すことができる。別の概念は、ＵＥが時間領域で対応するＤ
ＣＩの検出および受信を完了する時間よりも早いＰＤＳＣＨの割り当てを有効または無効
にするためのＲＲＣパラメータでＵＥが設定され得るということである。パラメータが無
効の値に設定される場合、ｇＮＢは、ＵＥが対応するＤＣＩの復号を完了する時間よりも
早いＰＤＳＣＨの開始シンボルを有するＰＤＳＣＨをＵＥに割り当てることが許可されな
くてよい。ＵＥは、対応するＤＣＩを復号する前に、ＰＤＳＣＨを受信することについて
電力を節約することができる。パラメータが有効に設定される場合、ｇＮＢは、ＵＥが時
間領域で対応するＤＣＩの復号を完了する時間より遅いＰＤＳＣＨ割り当てを制限しない
。ＵＥは依然として、スロットの最初のＤＬまたはフレキシブルシンボルからＰＤＳＣＨ
を受信しなければならない。一実施形態では、ＰＤＳＣＨと対応するＤＣＩの間の時間領
域関係の設計は、ＵＥごとに、セルごとに、あるいはＢＷＰごとに、有効または無効にす
ることができる。
【００４４】
　一実施形態では、ｇＮＢは、ＵＥに下りリンクデータを送信するために使用される周波
数領域リソース割り当てを、ｇＮＢが使用できる最大帯域幅よりも小さい範囲に制限する
。ＵＥが、ＰＤＳＣＨを受信する可能性がある周波数範囲が制限されることを知っている
場合、ＵＥは、対応するＤＣＩにおけるＰＤＳＣＨの周波数領域リソース割り当てを復号
する前は、最大帯域幅で送信されるすべての信号を受信する必要はない。ＵＥは、ＤＣＩ
が示したＰＤＳＣＨの時間および周波数領域で復号する前は、ＰＤＳＣＨを受信する可能
性のあるｇＮＢによって示される周波数範囲においてのみ信号を受信することができる。
【００４５】
　別の一般的な概念は、ＰＤＳＣＨをＵＥに送信するために使用される周波数領域リソー
ス割り当てが、ＰＤＳＣＨの最初のシンボルに依存するＵＥのアクティブ帯域幅部分の一
部に制限されているかどうかを、ｇＮＢがＵＥに通知することである。アクティブ帯域幅
部分の一部は、ＵＥが監視するＣＯＲＥＳＥＴの帯域幅とすることができる。また、アク
ティブ帯域幅部分の一部はまた、ＵＥが監視するＣＯＲＥＳＥＴの周波数リソースまたは
物理リソースブロックとすることができる。
【００４６】
　例えば、ＰＤＳＣＨの最初のシンボルが（特定の）シンボルよりも早い場合、周波数領
域リソース割り当ては、アクティブ帯域幅部分の一部に制限され得る。代替的には、ＰＤ
ＳＣＨの最初のシンボルが（特定の）シンボルよりも遅い場合、周波数領域リソース割り
当ては、アクティブ帯域幅部分の一部に限定されなくてもよく、例えば、周波数リソース
割り当ては、アクティブ帯域幅部分の全体または全部に対してなされ得る。（特定の）シ
ンボルは、ＵＥがＤＣＩの受信および／または復号を完了するのに必要な時間に従って決
定され得る。（特定の）シンボルはまた、ＵＥがＰＤＳＣＨの受信を準備する／ＰＤＳＣ
Ｈのための準備が整うのに必要な時間に従って決定され得る。
【００４７】
　例えば、ＵＥは、より小さい１つの帯域幅（例えば、ＵＥが監視するＣＯＲＥＳＥＴの
帯域幅）からより大きな１つの帯域幅（例えば、アクティブ帯域幅部分の帯域幅）へその
受信帯域幅を調整する必要があることがある。特定のシンボルは、ＵＥがＤＣＩの受信お
よび復号を完了するシンボル、および／またはＵＥがＰＤＳＣＨの受信の準備が整うシン
ボルとすることができる。ｇＮＢはどのシンボルがその（特定の）シンボルであるかをＵ
Ｅに通知する。ｇＮＢおよびＵＥはどのシンボルが最初のシンボルであるかを取り決める
。ＵＥのために設定されるＰＤＳＣＨのための時間領域リソース割り当てのいくつか（一
部）は、その（特定の）シンボルよりも早い最初の／開始シンボルを伴うことができる。
ＵＥは、（特定の）シンボルより早い最初または開始シンボルを有する時間領域リソース
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割り当てを示し、情報が適用される場合、ＵＥのアクティブ帯域幅部分の一部の外側の周
波数領域リソース割り当てを示すＤＣＩを受信することは期待されない。
【００４８】
　ＵＥが早くにＰＤＳＣＨを受信する可能性がある周波数範囲が制限されていることを知
っている場合、ＵＥが対応するＤＣＩを復号する前に、ＵＥは、アクティブ帯域幅部分で
送信されるすべての信号を受信する必要はない。ＵＥがＤＣＩを復号する前に、ＵＥはＰ
ＤＳＣＨを受信する可能性があるアクティブ帯域幅部分の一部においてのみ信号を受信す
ることができる。ＵＥがアクティブ帯域幅部分の外側の周波数領域リソース割り当てを伴
うＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを受信する場合、最初または開始シンボルは、ＵＥがＰＤＳＣ
Ｈのための受信を準備する、例えば、その受信帯域幅を調整することができる（特定の）
シンボルよりも遅い。
【００４９】
　例えば、ＵＥがＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを検出し、復号する前に、ＵＥはアクティブ帯
域幅部分の帯域幅を受信する必要はない。ＵＥは、ＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを検出し、復
号する前に、アクティブ帯域幅部分の帯域幅よりも小さい（特定の）帯域幅を受信するこ
とができる。（特定の）帯域幅は、ＵＥが監視するＣＯＲＳＥＴの帯域幅とすることがで
きる。ＵＥは、ＤＣＩによって示されるＰＤＳＣＨの最初のシンボルの前に、アクティブ
帯域幅部分の帯域幅を受信する必要はない。
【００５０】
　さらに、ＵＥは、ＤＣＩによって示されるＰＤＳＣＨの最初のシンボルの前に、アクテ
ィブ帯域幅部分の帯域幅よりも小さい（特定の）帯域幅を受信することができる。その（
特定の）帯域幅は、ＵＥが監視するＣＯＲＳＥＴの帯域幅とすることができる。ＵＥが（
特定の）シンボルよりも早い最初のシンボルを有するＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを受信する
かどうかの情報は、すべてのスロットに適用可能である。代替的には、ＵＥが（特定の）
シンボルよりも早い最初のシンボルを有するＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを受信するかどうか
の情報は、スロットｎに適用可能としてよい。スロットｎはまた、ＵＥがＤＣＩを受信し
なかった別のスロット（例えば、ＵＥがＤＣＩを受信しなかったスロットｎ－１）の次の
スロットとすることができる。スロットｎは、ＵＥがＤＣＩを受信しなかった複数のスロ
ット（例えば、ＵＥがＤＣＩを受信しなかったスロットｎ－ｘ～ｎ－１）の後のスロット
とすることができる。スロットｎは、オンデュレーションの最初のスロットとすることが
できる。
【００５１】
　一実施形態では、ｇＮＢはＵＥに、周波数領域でのこの制限の方法を有効または無効に
するための信号を送信する。この信号は、ＰＤＳＣＨの周波数領域割り当てが、ｇＮＢが
使用できる最大帯域幅よりも小さい周波数範囲に制限されるかどうかを通知することがで
きる。この信号はまた、制限された周波数範囲の割り当てを示すことができる。この信号
は、前のＰＤＳＣＨで言及されてよい。
【００５２】
　一実施形態では、その信号がこの方法を無効にする値に設定されていることをＵＥが検
出する場合、ＵＥは、次のＰＤＳＣＨが、ｇＮＢが使用してよい最大可能帯域幅よりも小
さい制限帯域幅で送信されることを知る。制限帯域幅の範囲は、ｇＮＢによって決定され
てよい。ＵＥは、ｇＮＢの制限帯域幅の範囲を得てよい。一実施形態では、制限帯域幅の
範囲は、ＵＥが監視しなければならないＣＯＲＳＥＴに基づいて、有効信号を有する前の
ＰＤＳＣＨのリソース割り当てに基づいて、あるいは現在のアクティブＤＬ　ＢＷＰの周
波数割り当てに基づいて設定されてよい。
【００５３】
　一実施形態では、その信号がこの方法の有効にする値に設定されていることをＵＥが検
出する場合、ＵＥは、ＤＣＩによって示される次のＰＤＳＣＨが制限帯域幅内に割り当て
られることを知る。周波数領域制限は、Ｔ１の時間領域制限を満たさないＰＤＳＣＨ送信
のみを制限してよい。一実施形態では、信号がＰＤＳＣＨを示す一つのＤＣＩに添付され
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ない場合、ＵＥは、ＤＣＩによって示される次のＰＤＳＣＨの開始シンボルが、制限帯域
幅内のみでは割り当てられない可能性があると見なしてよい。代替的には、この信号がＰ
ＤＳＣＨを示す一つのＤＣＩに添付されない場合、ＵＥは、ＤＣＩによって示される次の
ＰＤＳＣＨの開始シンボルが、制限帯域幅内のみ割り当てられなくてよいと見なしてよい
。
【００５４】
　一実施形態では、前のＰＤＳＣＨが受信されない場合、ｇＮＢは、制限帯域幅内でＰＤ
ＳＣＨを示したＤＣＩを割り当てることのみが許される。その信号は、次のＰＤＳＣＨ送
信のみを示してよい。さらに、その信号は、その後の多数のＰＤＳＣＨ送信を示してよい
。その信号はまた、１つまたは複数のその後のスロットにおけるＰＤＳＣＨ送信を示して
よい。追加的に、ＵＥが別の有効または無効信号を検出するまで、その信号はすべてのＰ
ＤＳＣＨ送信を示してよい。
【００５５】
　図１６は、この方法が、潜在的なＰＤＳＣＨを監視するのについて、ＵＥが電力を節約
するのをどのように助けるかの一例を示す。図１６の第１のＰＤＳＣＨは、この方法を有
効にすることを示す信号に添付される。ＵＥは、ＤＣＩによって示される次のＰＤＳＣＨ
が、ＵＥが監視するＣＯＲＥＳＥＴの範囲内の周波数帯でのみ送信されることを知ってい
る。ＵＥは、ＣＯＲＥＳＥＴ内の周波数でのみ潜在的なＰＤＳＣＨを受信し、アクティブ
ＢＷＰの全体または全部を監視するわけではない。図１６の第２のＰＤＳＣＨは、無効を
示す信号が添付される。ＵＥは、第３のＰＤＳＣＨが、ＵＥが監視するものとするＣＯＲ
ＥＳＥＴの周波数範囲内のみだけではない範囲に割り当てられる可能性があることを知る
。ＵＥは、完全なアクティブＢＷＰを監視することによって、潜在的なＰＤＳＣＨを受信
しなければならない。
【００５６】
　一実施形態では、ＵＥが、ＰＤＳＣＨ送信の割り当てが制限帯域幅内のみとなる設定で
設定され、ＵＥが、周波数制限を満たさないＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを受信する場合、Ｕ
Ｅは、このＰＤＳＣＨを受信できず、対応するＨＡＲＱにおいてＮＡＣＫを送信する。
【００５７】
　一実施形態では、ＰＤＳＣＨ割り当ての周波数領域制限の設計は、ＵＥごとに有効また
は無効にされ得る。ＰＤＳＣＨ割り当ての周波数領域制限の設計は、セルごとあるいはＢ
ＷＰごとに有効または無効にされ得る。
【００５８】
　ＲＲＣ（無線リソース制御：Radio　Resource　Control）パラメータは、ＰＤＳＣＨに
おける信号添付を有効または無効にするように設定されてよい。一実施形態では、ＲＲＣ
パラメータは、ＵＥ固有、セル固有、またはＢＷＰ固有に設定され得る。ＲＲＣパラメー
タがこの方法を有効にする値に設定される場合、ｇＮＢは、その後のＰＤＳＣＨ送信の最
初のシンボルがＵＥが対応するＤＣＩの復号を完了するよりも早い可能性があるかどうか
を示す信号をＰＤＳＣＨ送信に添付することができる。代替的には、ＲＲＣパラメータが
この方法を無効にする値に設定される場合、ｇＮＢは信号をＰＤＳＣＨ送信に添付しなく
てもよい。
【００５９】
　一実施形態では、ＲＲＣパラメータがこの方法を無効にする値に設定される場合、ｇＮ
Ｂは、ＵＥが時間領域において対応するＤＣＩの復号を完了する時間よりも早いＰＤＳＣ
Ｈの最初のシンボルを有するＰＤＳＣＨを示すＤＣＩを送信してよい。
【００６０】
　一実施形態では、ＵＥおよびｇＮＢの両方によって知られているルールが、ＰＤＳＣＨ
の時間領域および／または周波数領域リソース割り当ての制限（例えば、上述の方法に従
った制限）を有効または無効するために使用されてよい。ＲＲＣパラメータは、ルールに
従って制限を有効または無効するように設定されてよい。ＲＲＣパラメータは、ＵＥ固有
、セル固有、またはＢＷＰ固有に設定されることができる。制限が設定される場合、ＵＥ
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およびｇＮＢはデフォルトで制限を有効にすることができる。
【００６１】
　一実施形態では、ＰＤＳＣＨ制限を有効または無効にするルールは、ＰＤＳＣＨ送信に
基づいてよい。その制限を有効に設定され、ＰＤＳＣＨが帯域幅部分および／またはセル
においてＮ１個の連続スロットで受信される場合、ＵＥおよびｇＮＢはその制限を（自律
的に）無効に切り替えることができる。代替的には、その制限が無効に設定され、ＰＤＳ
ＣＨが帯域幅部分および／またはセルにおいてＮ２個の連続スロットで受信されない場合
、ＵＥおよびｇＮＢはその制限を（自律的に）有効に切り替えることができる。
【００６２】
　一実施形態では、その制限が有効に設定され、ＰＤＳＣＨが、帯域幅部分および／また
はセルにおいて最新のＮ１´個の連続スロット内の少なくともＮ３個のスロットで受信さ
れる場合、ＵＥおよびｇＮＢはその制限を（自律的に）無効にするように切り替えること
ができる。その制限が無効に設定され、ＰＤＳＣＨが帯域幅部分および／またはセルにお
いて最新のＮ２´個の連続スロットのうちのＮ４個のスロットで受信されない場合、ＵＥ
およびｇＮＢはその制限を（自律的に）有効に切り替えることができる。その制限が有効
に設定され、サイズがＮ５個のリソース要素より大きいＰＤＳＣＨが帯域幅部分および／
またはセルにおいて受信される場合、ＵＥおよびｇＮＢは制限を（自律的に）無効に切り
替えることができる。制限が無効に設定され、サイズがＮ６個のリソース要素よりも大き
いＰＤＳＣＨがセルにおいて受信されない場合、ＵＥおよびｇＮＢは制限を（自律的に）
有効に切り替えることができる。
【００６３】
　一実施形態では、ｇＮＢは、最大可能範囲よりも小さい範囲にＰＤＳＣＨの割り当てを
制限する。ｇＮＢはＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限する。ｇＮＢは、ＰＤＳＣＨの
最初のシンボルと対応するＤＣＩの最初のシンボルの間の持続時間がＴ１より短くないこ
とを制限する。持続時間Ｔ１は、ＵＥがＤＣＩを受信してから、ＵＥがこのＤＣＩの復号
化を完了し、このＤＣＩによって示されるＰＤＳＣＨの割り当てを知るまでである。その
制限は、ＵＥごと、セルごと、またはＢＷＰごとに有効または無効にされ得る。
【００６４】
　この制限は、ＰＤＳＣＨにおける信号を通じて有効または無効にされる。制限が有効に
設定される場合、ＵＥは、あるＰＤＳＣＨの最後のシンボルとその次のＰＤＳＣＨの開始
シンボルの間はＰＤＳＣＨを受信しない。この方法が無効に設定される場合、ＰＤＳＣＨ
の最初のシンボルとこのＰＤＳＣＨを示すＤＣＩの最初のシンボルの間の持続時間がＴ１
より短いＰＤＳＣＨを示すＤＣＩをＵＥが受信することが可能である。その信号が有効と
して検出される場合、その後のＰＤＳＣＨの最初のシンボルとそのＰＤＳＣＨを示すＤＣ
Ｉの最初のシンボルの間の持続時間は、Ｔ１より短くない。その信号が無効として検出さ
れる場合、その後のＰＤＳＣＨの最初のシンボルとそのＰＤＳＣＨを示すＤＣＩの最初の
シンボルの間の持続時間は、Ｔ１より短くてよい。ＳＰＳ　ＰＤＳＣＨ送信が設定される
場合、この時間領域制限の信号は、ＳＰＳ　ＰＤＳＣＨ送信に添付される。
【００６５】
　この信号は、次のＰＤＳＣＨ送信に対する制限を示す。その信号は、その後の多数のス
ロットにおけるＰＤＳＣＨ送信に対する制限を示す。その信号が検出されない場合、ＵＥ
は、無効信号が検出されると仮定する。その信号が検出されない場合、ＵＥは、有効信号
が検出されると仮定する。以前にＵＥにＰＤＳＣＨが設定されていない場合、ｇＮＢは、
ＰＤＳＣＨの最初のシンボルとこのＰＤＳＣＨを示すＤＣＩの最初のシンボルの間の持続
時間であって、Ｔ１よりも短い持続時間でＰＤＳＣＨを割り当てない。その制限が有効に
設定され、ＵＥが時間領域関係に違反するＰＤＳＣＨ送信を示すＤＣＩを受信する場合、
ＵＥはこのＰＤＳＣＨを受信せず、ＵＥは対応するＨＡＲＱフィードバックでＮＡＣＫを
送信する。
【００６６】
　ＲＲＣパラメータは、その制限を有効または無効にするためにＵＥに設定される。ＲＲ
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Ｃパラメータが有効の値に設定される場合、ｇＮＢはＰＤＳＣＨにおいてこの方法を有効
または無効にすることを示す信号を添付する。ＲＲＣパラメータが有効の値に設定される
場合、ｇＮＢはＵＥが対応するＤＣＩの復号を完了するよりも早い最初のシンボルでＰＤ
ＳＣＨを割り当てない。ＲＲＣパラメータが無効の値に設定される場合、ｇＮＢはＵＥが
対応するＤＣＩの復号を完了するよりも早い最初のシンボルでＰＤＳＣＨを割り当てるこ
とが可能である。ＲＲＣパラメータが無効の値に設定される場合、ｇＮＢはＰＤＳＣＨに
おいてこの方法を有効／無効にすることを示す信号を添付しない。ＲＲＣパラメータは、
ＵＥごと、セルごと、またはＢＷＰごとに設定され得る。
【００６７】
　ＵＥおよびｇＮＢの両方で知られているルールは、ＰＤＳＣＨ割り当ての時間または周
波数領域制限を動的に有効または無効にするように使用される。ＲＲＣパラメータは、動
的にその制限を許可するように設定される。ＲＲＣパラメータが動的にその制限を許可す
るように設定される場合、その制限はデフォルトで有効に設定される。その制限が有効に
され、ＰＤＳＣＨがセルにおいてＮ１個の連続スロットで受信される場合、ＵＥおよびｇ
ＮＢは動的にその制限を無効に切り替える。その制限が無効にされ、セルにおいてＮ２個
の連続スロットでＰＤＳＣＨが受信されない場合、ＵＥおよびｇＮＢはその制限を動的に
有効にするように切り替える。その制限が有効にされ、ＰＤＳＣＨがセル内の最新のＮ１
´個の連続スロットのうちの少なくともＮ３個のスロットで受信される場合、ＵＥおよび
ｇＮＢは、動的にその制限を無効にするように切り替える。その制限が無効にされ、セル
において最新のＮ２´個の連続スロットのうちのＮ４個のスロットでＰＤＳＣＨが受信さ
れない場合、ＵＥおよびｇＮＢは動的にその制限を有効にするように切り替える。その制
限が有効にされ、サイズがＮ５個のリソース要素より大きいＰＤＳＣＨがセルにおいて受
信される場合、ＵＥおよびｇＮＢは動的にその制限を無効にするように切り替える。その
制限が無効にされ、サイズがＮ６個のリソース要素より大きいＰＤＳＣＨがセルにおいて
受信されない場合、ＵＥおよびｇＮＢは動的にその制限を有効にするように切り替える。
値Ｎ１、Ｎ２、Ｎ３、Ｎ４、Ｎ５、Ｎ６、Ｎ１´、Ｎ２´は、ＵＥ固有、セル固有、また
はＢＷＰ固有に設定されることができる。
【００６８】
　図１７は、基地局の観点からの例示的な一実施形態によるフローチャート１７００であ
る。ステップ１７０５では、基地局は、ＰＤＳＣＨのための時間領域リソース割り当てテ
ーブルでＵＥを設定する。ステップ１７１０では、基地局は、第１の持続時間の指示を送
信し、時間領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、第２の持続
時間に関連付けられ、第１の持続時間は、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限する。
【００６９】
　一実施形態では、基地局は、ＵＥから第１の持続時間の所望値を受信することができる
。第１の持続時間は、ＤＣＩによって示される時間領域リソース割り当ての最も早い開始
シンボルをＵＥに通知する。第１の持続時間は、ＵＥがＤＣＩ受信および／またはＤＣＩ
復号を完了するのに必要な時間に従って、あるいはＵＥがＰＤＳＣＨ受信を準備するのに
必要な時間に従って決定され得る。第１の持続時間は、ＵＥがその受信帯域幅を調整する
のに必要な時間に従って決定され得る。第１の持続時間は、帯域幅部分のためのものであ
る。基地局は、少なくとも１つのエントリでＵＥをスケジュールすることを禁止する。一
実施形態では、第２の持続時間は、第１の持続時間より短い。
【００７０】
　図３および図４に戻って参照すると、基地局の例示的な一実施形態において、デバイス
３００は、メモリ３１０に記憶されたプログラムコード３１２を含む。ＣＰＵ３０８は、
プログラムコード３１２を実行して、基地局が、（ｉ）ＰＤＳＣＨのための時間領域リソ
ース割り当てテーブルでＵＥを設定することと、（ｉｉ）第１の持続時間の指示を送信し
、時間領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、第２の持続時間
に関連付けられ、第１の持続時間は、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限する、送信す
ることと、を可能にすることができる。さらに、ＣＰＵ３０８は、プログラムコード３１
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２を実行して、本明細書に記載の上述のアクションおよびステップまたはその他のすべて
を実行することができる。
【００７１】
　図１８は、ＵＥの観点からの例示的な一実施形態による、フローチャート１８００であ
る。ステップ１８０５では、ＵＥは、ＰＤＳＣＨのための時間領域リソース割り当てテー
ブルの設定を受信する。ステップ１８１０では、ＵＥは、第１の持続時間の指示を受信し
、時間領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、第２の持続時間
に関連付けられ、第１の持続時間は、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限する。
【００７２】
　一実施形態では、ＵＥは、第１の持続時間の所望値を基地局に報告することができる。
第１の持続時間は、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限することができる。第１の持続
時間は、ＤＣＩによって示される時間領域リソース割り当ての最も早い開始シンボルをＵ
Ｅに通知する。第１の持続時間は、ＵＥがＤＣＩ受信および／またはＤＣＩ復号を完了す
るのに必要な時間に従って、あるいはＵＥがＰＤＳＣＨ受信を準備するのに必要な時間に
従って決定され得る。第１の持続時間は、ＵＥがその受信帯域幅を調整するのに必要な時
間に従って決定され得る。第１の持続時間は、帯域幅部分に対するものである。ＵＥは、
第１の持続時間に基づいて、潜在的なＰＤＳＣＨを受信するか、あるいはバッファするか
を決定することができる。ＰＤＳＣＨ送信の開始シンボルと対応するＤＣＩの間の第３の
持続時間は、第１の持続時間よりも短くない。一実施形態では、第２の持続時間は、第１
の持続時間より短い。
【００７３】
　一実施形態では、ＵＥは、ＵＥがＤＣＩ受信および／またはＤＣＩ復号を完了するのに
必要な時間よりも第１の持続時間が短い場合、潜在的なＰＤＳＣＨを受信する、あるいは
バッファすることができる。ＵＥがＤＣＩ受信および／またはＤＣＩ復号を完了するのに
必要な時間よりも第１の持続時間が短くない場合、ＵＥは、潜在的なＰＤＳＣＨを受信し
ない、あるいはバッファしない。
【００７４】
　図３および図４に戻って参照すると、ＵＥの１つの例示的実施形態において、デバイス
３００は、メモリ３１０に記憶されたプログラムコード３１２を含む。ＣＰＵ３０８は、
プログラムコード３１２を実行して、ＵＥが、（ｉ）ＰＤＳＣＨのための時間領域リソー
ス割り当てテーブルの設定を受信することと、（ｉｉ）第１の持続時間の指示を受信する
ことであって、時間領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、第
２の持続時間に関連付けられ、第１の持続時間は、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限
する、受信することと、を可能にすることができる。さらに、ＣＰＵ３０８は、プログラ
ムコード３１２を実行して、本明細書に記載の上述のアクションおよびステップまたはそ
の他のすべてを実行することができる。
【００７５】
　図１９は、基地局の観点から見た例示的な一実施形態によるフローチャート１９００で
ある。ステップ１９０５では、基地局は、ＰＤＳＣＨのための時間領域リソース割り当て
テーブルでＵＥを設定する。ステップ１９１０では、基地局は、シンボルを指示し、時間
領域リソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、そのシンボルよりも早
い開始シンボルに関連付けられ、そのシンボルは、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限
する。
【００７６】
　一実施形態では、基地局は、ＵＥからシンボルに関する提案を受信することができる。
そのシンボルは、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限することができる。そのシンボル
は、ＵＥがＤＣＩ受信および／またはＤＣＩ復号を完了するのに必要な時間に従って、あ
るいはＵＥがＰＤＳＣＨ受信を準備するのに必要な時間に従って決定され得る。そのシン
ボルは、帯域幅部分に対するものとすることができる。基地局は、少なくとも１つのエン
トリでＵＥをスケジュールすることを禁止する。
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【００７７】
　図３および図４に戻って参照すると、基地局の例示的の一実施形態において、デバイス
３００は、メモリ３１０に記憶されたプログラムコード３１２を含む。ＣＰＵ３０８は、
プログラムコード３１２を実行して、基地局が、（ｉ）ＰＤＳＣＨのための時間領域リソ
ース割り当てテーブルでＵＥを設定することと、（ｉｉ）シンボルを指示し、時間領域リ
ソース割り当てテーブル内の少なくとも１つのエントリは、そのシンボルよりも早い開始
シンボルと関連付けられ、そのシンボルは、ＰＤＳＣＨの時間領域割り当てを制限する、
指示することと、を可能にすることができる。さらに、ＣＰＵ３０８は、プログラムコー
ド３１２を実行して、本明細書に記載の上述のアクションおよびステップまたはその他の
すべてを実行することができる。
【００７８】
　以上、本開示の種々の態様を説明した。当然のことながら、本明細書の教示内容を多種
多様な形態で具現化することができ、本明細書に開示されている如何なる特定の構造、機
能、または両者も代表的なものに過ぎない。本明細書の教示内容に基づいて、当業者には
当然のことながら、本明細書に開示される態様は、他の如何なる態様からも独立に実装さ
れることができ、これら態様のうちの２つ以上を種々組み合わせることができる。例えば
、本明細書に記載された態様のうちの任意の数の態様を用いて、装置を実装することがで
き、方法を実現することができる。追加的に、本明細書に記載された態様のうちの１つ以
上の追加または代替で、他の構造、機能、または構造と機能を用いて、このような装置を
実装することができ、このような方法を実現することができる。上記概念の一部の一例と
して、いくつかの態様においては、パルス繰り返し周波数に基づいて、同時チャネルを確
立することができる。いくつかの態様においては、パルス位置またはオフセットに基づい
て、同時チャネルを確立することができる。いくつかの態様においては、時間ホッピング
シーケンスに基づいて、同時チャネルを確立することができる。いくつかの態様において
は、パルス繰り返し周波数、パルス位置またはオフセットおよび時間ホッピングシーケン
スに基づいて、同時チャネルを確立することができる。
 
【００７９】
　当業者であれば、多様な異なるテクノロジおよび技術のいずれかを使用して、情報およ
び信号を表わしてよいを理解するであろう。例えば、上記説明全体で言及されることがあ
るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電
流、電磁波、磁場若しくは粒子、光場若しくは粒子、またはこれらの任意の組み合わせに
よって表わしてよい。
【００８０】
　さらに、当業者には当然のことながら、本明細書に開示された態様に関連して説明した
種々の例示的な論理ブロック、モジュール、プロセッサ、手段、回路、およびアルゴリズ
ムステップは、電子的ハードウェア（例えば、ソースコーディングまたはその他何らかの
技術を用いて設計することがあるディジタル実装、アナログ実装、またはこれら２つの組
み合わせ）、命令を含む種々の形態のプログラム若しくは設計コード（本明細書において
は便宜上、「ソフトウェア」または「ソフトウェアモジュール」と称されることがある）
、または両者の組み合わせとして実装されてよい。このハードウェアおよびソフトウェア
の互換性を明確に示すため、種々の例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、お
よびステップを、概略的にそれぞれの機能の側面から上述した。そのような機能がハード
ウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定用途およびシステ
ム全体に課される設計上の制約によって決まる。当業者であれば、特定各用途に対して、
説明した機能を様々なやり方で実装してもよいが、そのような実装の決定は、本開示の範
囲からの逸脱の原因として解釈されるべきではない。
【００８１】
　追加的に、本明細書に開示される態様に関連して説明した種々の例示的な論理ブロック
、モジュール、および回路は、集積回路（「ＩＣ」）、アクセス端末、またはアクセスポ
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イント内で実装される、あるいはこれらによって実行されてよい。ＩＣとしては、汎用プ
ロセッサ、ディジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他プログラマブル論理デ
バイス、ディスクリートゲート若しくはトランジスタロジック、ディスクリートハードウ
ェアコンポーネント、電気部品、光学部品、機械部品、または本明細書で説明した機能を
実行するように設計されたこれらの任意の組み合わせを含み、ＩＣ内、ＩＣ外、またはそ
の両方に存在するコードまたは命令を実行してよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセ
ッサとしてよいが、代替として、プロセッサは、従来の任意のプロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、または状態機械としてよい。また、プロセッサは、ＤＳＰとマ
イクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと協働する１
つ以上のマイクロプロセッサ、またはその他任意のこのような構成である、コンピュータ
デバイスの組み合わせとして実装されてよい。
【００８２】
　任意の開示プロセスにおけるステップの如何なる特定の順序または階層は、実例的な手
法の一例であることが了解される。設計の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの
特定の順序または階層を、本開示の範囲内に留まりつつ、再構成してよいことが了解され
る。添付の方法の請求項は、種々のステップの要素を実例的な順序で示しており、提示の
特定順序または階層に限定されることを意図していない。
【００８３】
　本明細書に開示される態様に関連して記載された方法またはアルゴリズムのステップを
、ハードウェアにおいて直接具現化してよく、プロセッサにより実行されるソフトウェア
モジュールにおいて具現化してよく、これら２つの組み合わせにおいて具現化してよい。
（例えば、実行可能な命令および関連するデータを含む）ソフトウェアモジュールおよび
他のデータは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、Ｅ
ＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムバーブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ等
のデータメモリ、または当技術分野において知られているその他任意の形態のコンピュー
タ可読記憶媒体に存在してよい。実例的な記憶媒体がコンピュータ／プロセッサ（本明細
書においては便宜上、「プロセッサ」と称されることがある）等の機械に結合されてよい
、このようなプロセッサは、記憶媒体からの情報（例えば、コード）の読み出しおよび記
憶媒体への情報の書き込みが可能である。実例的な記憶媒体は、プロセッサと一体化され
てよい。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在してよい。ＡＳＩＣは、ユーザ機
器に存在していてもよい。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ディスクリートコ
ンポーネントとしてユーザ機器に存在してよい。さらに、いくつかの態様においては、任
意の適当なコンピュータプログラム製品が、本開示の態様のうちの１つ以上に関連するコ
ードを含むコンピュータ可読媒体を含んでもよい。いくつかの態様において、コンピュー
タプログラム製品は、パッケージング材料を含んでよい。
【００８４】
　以上、種々の態様に関連して本発明を説明したが、本発明は、さらに改良可能であるこ
とが了解される。本願は、概して本発明の原理に従うと共に、本発明が関係する技術分野
における既知で慣習的な実施となるような本開示からの逸脱を含む本発明の任意の変形、
使用、または適応を網羅することを意図している。
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